
大阪府消防操法訓練大会に向けて

　５月20日、大阪府消防操法訓練大会（９月８日開催）に向けてのポンプ操法訓練開始式が行われました。
　大会は、消防団員の規律と消防技術の向上などを目的に毎年開催されています。
　村消防団は小型ポンプ操法の部に出場し、標的（火点）を狙って小型ポンプの作動、ホースの延長などを行い、
放水し、タイムや規律を競います。出場団員は、大会に向けて約50回、練習を重ねていきます。
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総
合
計
画
と
は
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

村
政
運
営
を
図
る
た
め
、
む
ら
づ
く
り
の
目

標
で
あ
る
将
来
像
を
掲
げ
、
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
諸
施
策
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、

村
の
計
画
と
し
て
最
も
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
、

村
の
施
策
の
柱
と
な
る
も
の
で
す
。

　

村
で
は
平
成
23
年
度
に
策
定
し
、
現
在
、

第
４
次
千
早
赤
阪
村
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

む
ら
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

〈
計
画
期
間
〉
平
成
23
年
度
〜
平
成
32
年
度

〈
将
来
像
〉

　

�

み
ん
な
が
集
う　

み
ん
な
で
育
む　

み
ん

な
に
優
し
い　

み
ん
な
を
結
ぶ　

―

ち
は

や
あ
か
さ
か―

　

〜
夢
を
持
っ
て
子
育
て
が

　
　
　
　
　
　
　
　

で
き
る
金こ

ご

せ
剛
山
の
村
〜

〈
人
口
フ
レ
ー
ム
〉

　

目
標
人
口
約
６
，
０
０
０
人

〈
₆
つ
の
基
本
柱
〉

基
本
柱
₁
．

　

�

安
心
・
安
全
・
環
境
（
豊
か
な
自
然
と
共

生
し
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
暮
ら
し
を
育
む　

む
ら
づ
く
り
）

基
本
柱
₂
．

　

健
康
・
福
祉
（
心
と
体
の
健
康
を
み
ん
な

で
育
む　

む
ら
づ
く
り
）

基
本
柱
₃
．

　

�

教
育
・
歴
史
・
伝
統
（
歴
史
・
文
化
、
人

が
育
む　

む
ら
づ
く
り
）

基
本
柱
₄
．

　

�

観
光
・
産
業
・
地
域
振
興
（
地
域
資
源
を

生
か
し
村
民
の
元
気
を
育
む　

む
ら
づ
く
り
）

基
本
柱
₅
．

　

�

建
設
・
交
通
（
村
民
の
快
適
な
暮
ら
し
を

育
む　

む
ら
づ
く
り
）

基
本
柱
₆
．

　

�

協
働
・
行
政
経
営
（
村
民
と
行
政
が
と
も

に
育
む　

む
ら
づ
く
り
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

　今月号から第４次総合計画を基本に私のむらづくりの思い
や考えを皆さんに紹介し、元気で光り輝くむらづくりに取り
組んでいきたいと思いますので、皆さんのご協力をよろしく
お願いします。

　1．安全、安心のむらづくり　　5．子育て・教育の充実　　

　2．むらの中心づくり　　　　　6．産業の振興　　

　3．都市基盤施設の維持補修　　7．交流人口の増加

　4．健康・福祉の増進　　　　　8． 徹底した行政改革、住民協働による
行政運営とスキルアップ

“私のむらづくりの思い”　　

〝
第
４
次
総
合
計
画
の
概
要
〞

　

私
が
村
長
に
な
っ
て
か
ら
も
う
す
ぐ
9
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
村
は
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
行
財
政
改
革
を
進

め
、
現
在
、
黒
字
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
村
民

の
皆
さ
ん
や
村
議
会
の
議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
だ
と

心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
4
月
、
村
議
会
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
議
員
定
数
が

10
人
か
ら
7
人
に
減
少
す
る
厳
し
い
選
挙
戦
の
中
、
7
人
の
議
員

の
皆
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。
定
数
削
減
は
、
こ
れ
ま
で
の
村
の

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
議
員
の
皆
さ
ん
が
賛
同
し
、
議
員
提

案
に
よ
り
削
減
し
た
も
の
で
、
結
果
と
し
て
議
員
歳
費
が
約
30
％

削
減
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
無
駄
の
な
い
、
効
率
の
よ

い
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
村
で
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
が
続
き
、
20

年
前
ま
で
村
の
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
林
業
も
木
材
の
価
格
の
低
迷

で
衰
退
、
3
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
は
藪
化
し
、
農
業
も
高
齢
化
の

影
響
で
放
棄
農
地
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
で
は
政

府
の
経
済
対
策
に
よ
り
少
し
な
が
ら
も
経
済
成
長
へ
の
ス
タ
ー
ト

に
着
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
は
、〝
平
和
な
村
・
何
も
し
な
い
村
〞
か
ら
〝
元
気
な
村
・
光

輝
く
村
〞
へ
と
変
わ
る
と
き
は
今
し
か
な
い
と
思
い
、
第
4
次
総

合
計
画
を
基
本
に
新
し
い
村
議
会
と
と
も
に
元
気
な
む
ら
づ
く
り

に
向
け
全
力
投
球
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
村
民
・
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
互
い
に
協
働
し

な
が
ら
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①　

〜
新
し
い
村
議
会
と
と
も
に
む
ら
づ
く
り
に
挑
戦
〜

今
こ
そ
村
を

　

元
気
に
す
る
と
き
!!　

2



　村では、平成25年10月１日採用予定の新規職員採用試験を次のとおり行います。千早赤阪村に愛着を持ち、むら
づくりに情熱を持つ元気な職員を募集します。
１．募集職種・採用予定人員　事務職上級　２人程度
２．採用予定日　平成25年10月１日
３．受 験 資 格　昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人（学歴不問）
４．試　験　日　第一次試験　７月７日（日）
５．受 付 期 間　６月５日（水）～６月19日（水）の午前９時から午後５時30分まで（ただし、土曜・日曜日は除きます。）
６．そ　の　他
　•試験内容など詳細については、採用試験案内をご覧ください。
　•採用試験案内は、６月３日（月）から人事財政課で配布および村ホームページに掲載します。
　• 申込書は、直接下記問い合わせ先に受け取りに来られるか、郵送で請求の場合は、封筒に「職員採用試験受験申

込書請求」を赤字で明記し、あて先を記入し90円切手をはった返信用封筒（長形３号）を同封のうえ、下記問
い合わせ先までご請求ください。また、村ホームページからもダウンロードできます。

〈申し込み・問い合わせ〉
　人事財政課
　〒585-8501　千早赤阪村大字水分180番地　☎72-0081（内線211）

村　職　員　募　集

3

ひったくり防止カバー

　平成24年中の街頭犯罪８手口（ひったくり・路上強盗・オートバイ盗・車上ねらい・
部品ねらい・自動車盗・自転車盗・自動販売機ねらい）の認知件数は、65,978件で、
平成23年に比べ5.4％減少しましたが、３年連
続「全国ワースト２」であり、依然として大阪の
犯罪情勢は厳しい状況です。
※ 平成25年から、街頭犯罪の対象は自動販売機
　ねらいを除いた７手口となっています。

大阪府内の
犯罪発生状況

自転車盗
被害を防ぐには

●短時間であっても鍵をかけましょう！
●シリンダーキーなど丈夫な鍵をつけましょう！
●ワイヤー錠などで二重ロックをしましょう！
●路上駐輪はやめ、駐輪場などに停めましょう！（駐輪場でも鍵を掛けましょう！）
●防犯登録をしましょう！

● 自転車の前かごには「ひったくり防止カ
バー」を付けましょう！
● バッグはたすきがけにするか、車道とは反対
側にしっかり持ちましょう！
● できるだけ人通りが多く、明るい道を通り
ましょう！

ひったくり
被害を防ぐには

シリンダーキー

●車内にはバッグなど物を置かず、車内をからっぽにしましょう！
● 警報装置やカーナビ・ナンバープレートの盗難防止ネジを取り付ける
などの盗難防止対策をしましょう！
●防犯照明・防犯カメラなど、防犯設備の整った駐車場に停めましょう！

車上ねらい・
部品ねらい

被害を防ぐには

★「防犯登録」に関する
お問い合わせ

大阪府自転車商防犯協力会
☎06－6629－0750

http://www.bouhankun.com/

安全で安心なまち大阪の実現に向けて！



保　
　

険

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

各
保
険
料
の
納
付
は
、
納
期
限
ご

と
に
指
定
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
納

付
さ
れ
る
口
座
振
替
が
、
納
め
忘
れ

が
な
く
便
利
で
安
心
で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
預

金
通
帳
と
金
融
機
関
届
出
印
鑑
、
納

入
通
知
書
を
持
参
の
上
、
口
座
振
替

取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
す
る
と
、

７
月
分
か
ら
口
座
振
替
で
き
ま
す
。

（
口
座
振
替
は
毎
月
25
日
で
す
。
た

だ
し
、
指
定
振
替
日
が
取
扱
金
融
機

関
な
ど
の
休
日
に
あ
た
る
場
合
は
、

１
営
業
日
前
で
す
。）

（
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関
）

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
三
井
住
友
・
り

そ
な
・
近
畿
大
阪
の
各
銀
行
お
よ
び

大
阪
南
農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
・
郵
便
局

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•
住
民
課
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
）

•
健
康
福
祉
課
（
介
護
保
険
）

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

村
で
は
４
月
１
日
現
在
、
村
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
～

74
歳
の
人
に
、
５
月
下
旬
に
特
定
健

診
の
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
に
て
健
康
診
査（
診
察
・

血
液
検
査
・
検
尿
な
ど
）
を
無
料
で

受
診
で
き
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
健
康
寿

命
を
延
ば
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
特
定
健
診
の
受
診
券
が
届

い
て
い
て
も
、
受
診
日
現
在
、
社
会

保
険
加
入
や
転
出
な
ど
で
、
村
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
算
定
の
た
め
に

～
簡
易
申
告
の
お
願
い
～

　

村
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
保
険
料
は
、
税
の
申
告

内
容
に
基
づ
き
決
定
し
ま
す
。

　

収
入
が
無
い
人
や
、
収
入
が
少
な

く
確
定
申
告
を
し
て
い
な
い
人
で

も
、
各
保
険
料
の
算
定
の
た
め
、
簡

易
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

未
申
告
の
場
合
、
保
険
料
の
軽
減

が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
高
額
療

養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
の
区
分
が

正
し
く
判
定
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

税

府
村
民
税（
第
１
期
分
）の

納
付
は
７
月
１
日
ま
で
に

　

税
金
は
期
限
内
に
次
の
場
所
で
納

付
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

り
そ
な
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
三
井

住
友
、南
都
、近
畿
大
阪
、関
西
ア
ー

バ
ン
の
各
銀
行
、
大
阪
南
農
業
協
同

組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
、

役
場
、
小
吹
台
連
絡
所
（
午
前
９
時

30
分
～
正
午
）

※
口
座
振
替
に
よ
る
引
き
落
と
し
は

７
月
１
日（
月
）で
す
。
通
帳
残
高
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
納
付
に
は
便
利
で
安
心
、
安
全
な

口
座
振
替
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
担
当

催　
　

し

教
科
書
展
示
会

　

南
河
内
郡
の
教
科
書
セ
ン
タ
ー
で

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
小
中
学
校
用

の
教
科
書
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

場
所　

河
南
町
教
育
委
員
会

展
示
期
間　

５
月
27
日（
月
）～
７
月

３
日（
水
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
・

日
曜
日
休
館
）

展
示
本
の
種
類　

小
中
学
校
用
教
科

書〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課

　

☎
�
１
３
０
０

夏
休
み
こ
ど
も
水
泳
教
室

参
加
者
募
集

日
時　

７
月
22
日（
月
）～
26
日（
金
）

５
日
間　
（
予
備
27
日
）

幼
児
の
部　

午
後
２
時
～
３
時

小
学
生
の
部　

午
後
３
時
10
分
～
４

時
10
分

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

定
員

幼
児
の
部
（
３
～
５
歳
）
40
人

小
学
生
の
部
（
１
～
６
年
生
）
60
人

費
用　

２
千
円

受
付
日
時　

６
月
24
日（
月
）
午
前

９
時
～
（
先
着
順
）

受
付
場
所　

教
育
課
（
く
す
の
き

ホ
ー
ル
）
※
電
話
申
し
込
み
不
可

準
備
物　

参
加
費
・
印
鑑

※
平
成
22
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降

の
幼
児
に
つ
い
て
は
申
し
込
み
で
き

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場… ……☎�0081

小吹台連絡所… ………☎�7600

くすのきホール（教育委員会事務局）

•教育課… ……………☎�1300

村立郷土資料館… ……☎�1588

B&G海洋センター………☎�7183

学校給食センター………☎�1112

いきいきサロン

•やまゆり… …………☎�7005

•くすのき… …………☎�1705

保健センター

•健康福祉課… ………☎�0069

•村国保診療所… ……☎�0038

•村社会福祉協議会………☎�0294

金剛山ロープウェイ

•千早駅… ……………☎�0128

村営宿泊施設

•香楠荘… ……………☎�0321

富田林市消防署

千早赤阪分署… ………☎�1755

※…各施設の休館日については
お問い合わせください。

�



ま
せ
ん
。

※
村
民
で
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

村
外
在
住
者
の
参
加
も
受
け
付
け
ま

す
。

締
切　

６
月
28
日（
金
）
午
後
５
時

※
た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課

　

☎
�
１
３
０
０

お
は
な
し
広
場

○
お
は
な
し
会

日
時　

６
月
13
日（
木
）

　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

場
所　

こ
ご
せ
幼
稚
園
・
遊
戯
室

対
象　

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

内
容　
「
お
は
な
し
会
」

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
）

費
用　

無
料

○
七
夕
お
は
な
し
会

日
時　

７
月
３
日（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
図
書
室

対
象　

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

内
容　
「
お
は
な
し
会
」

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
）

　
　
　
「
七
夕
の
笹
飾
り
作
り
」

費
用　

無
料

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

　

前
日
ま
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課

　

☎
�
１
３
０
０

大
阪
府
海
洋
セ
ン
タ
ー
連
絡
協

議
会　

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
事
業

参
加
者
募
集

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

日
程　

８
月
５
日（
月
）～
６
日（
火
）

１
泊
２
日

場
所　

京
都
府
宮
津
市　

マ
リ
ー
ン

ピ
ア

集
合　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
駐
車
場　

　

午
前
７
時
30
分

対
象
者　

村
内
在
住
の
小
学
４
年
生

～
中
学
３
年
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
千
円
（
保
険
・
宿
泊
・
２

日
目
の
昼
食
含
む
）

内
容　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
に
あ
る
海
洋

セ
ン
タ
ー
所
在
の
市
町
村
参
加
者

と
、
カ
ヌ
ー
・
ヨ
ッ
ト
・
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
を
通
し
て
交
流
を
図
り
ま
す
。

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
in
び
わ
湖

日
程　

８
月
23
日（
金
）

場
所　

滋
賀
県
大
津
市
（
琵
琶
湖
）

集
合　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
駐
車
場　

午
前
７
時

対
象
者　

村
内
在
住
の
小
学
４
年
生

以
上

（
た
だ
し
、
小
学
１
～
３
年
生
も
保

護
者
同
伴
に
限
り
参
加
可
）

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
５
０
０
円
（
保
険
・
昼
食

含
む
）

内
容　

カ
ヌ
ー
体
験
・
釣
り
体
験
・

ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
ル
で
環
境
体
験

受
付　

６
月
５
日（
水
）
午
前
９
時

～
（
先
着
順
）
教
育
課
（
く
す
の
き

ホ
ー
ル
）

締
切　

７
月
５
日（
金
）但
し
、
各
事

業
と
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

　

村
内
在
住
者
で
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
、
村
外
の
人
も
受
け
付
け
ま

す
。

　

各
事
業
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
参
加
費
・
印

鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
参

加
申
込
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
大
阪
府
海
洋
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議

会
は
、
堺
市
・
能
勢
町
・
千
早
赤
阪

村
の
３
市
町
村
で
構
成
し
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ

ン
セ
ル
料
と
し
て
か
か
っ
た
金
額
を

差
し
引
い
て
返
金
し
ま
す
。
但
し
、

キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
参
加
費
を
上
回
る

場
合
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課

　

☎
�
１
３
０
０

今
か
ら
始
め
る
！

健
康
力
up
術
参
加
者
募
集

　

健
康
で
い
ら
れ
る
力
を
up
（
ア
ッ

プ
）
す
る
た
め
に
、
今
か
ら
始
め
ら

れ
る
食
事
や
運
動
の
秘
術
を
教
え
ま

す
。

そ
の
１
【
健
康
の
た
め
の
基
礎
力

ア
ッ
プ
術
】

「
基
礎
力
を
ア
ッ
プ
す
る
食
事
の
コ

ツ
」〈
実
演
・
試
食
〉

•

減
塩
お
ひ
た
し

•

焼
き
魚
の
み
ぞ
れ
が
け

日
時　

６
月
18
日（
火
）
午
前
10
時

～
正
午

「
基
礎
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
運
動
術
」

〈
運
動
実
技
〉

日
時　

６
月
25
日（
火
）
午
前
10
時

～
正
午

そ
の
２【
健
康
的
な
若
さ
キ
ー
プ
術
】

「
若
さ
キ
ー
プ
の
た
め
の
ヘ
ル
シ
ー

料
理
」〈
実
演
・
試
食
〉

•

豚
肉
の
ノ
ン
オ
イ
ル
生
姜
焼
き

•

夏
野
菜
の
ご
ま
み
そ
サ
ラ
ダ

日
時　

７
月
23
日（
火
）
午
前
10
時

～
正
午

「
若
さ
を
キ
ー
プ
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
術
」〈
運
動
実
技
〉

日
時　

７
月
30
日（
火
）
午
前
10
時

～
正
午

対
象　

概
ね
40
歳
～
65
歳
の
人

費
用　

初
回
３
０
０
円
（
２
回
目
以

降
の
参
加
は
１
５
０
円
）

定
員　

15
人
（
初
回
の
人
優
先
、
先

着
順
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を

後
日
送
付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課

け
ん
こ
う
り
ょ
く
ア
ッ
プ

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

村･

府
民
税
の
納
期
限
平
成
25
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
３
期
（
７
月
分
）
の
納
期
限
は
、
７
月
１
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
６
月
25
日（
火
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

◆
一
般
書

サ
ク
ラ
秘
密
基
地　
　
（
朱
川
湊
人
）

ま
た
次
の
春
へ　
　
　
　
（
重
松
清
）

私
の
嫌
い
な
探
偵　
　
（
東
川
篤
哉
）

百
年
桜　
　
　
　
　
（
藤
原
緋
沙
子
）

か
ん
か
ん
橋
を
渡
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

正
義
の
セ　

２　
　
（
阿
川
佐
和
子
）

正
義
の
セ　

３　
　
（
阿
川
佐
和
子
）

は
だ
か
ん
ぼ
う
た
ち　
（
江
國
香
織
）

つ
く
も
が
み
、遊
ぼ
う
よ
（
畠
中
恵
）

五
二
屋
傳
蔵　
　
　
　
（
山
本
一
力
）

銀
行
支
店
長
、
走
る　
　
（
江
上
剛
）

心　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姜
尚
中
）

45　
　
　
　
　
　
　
（
長
野
ま
ゆ
み
）

十
八
代
勘
三
郎　
　
（
中
村
勘
三
郎
）

高
峰
秀
子
旅
の
流
儀　
（
斉
藤
明
美
）

美
し
い
日
本
の
歩
き
た
く
な
る
み
ち

５
０
０
選
マ
ッ
プ
ガ
イ
ド
・
近
畿
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゼ
ン
リ
ン
）

◆
児
童
書

こ
ぶ
た
の
か
ば
ん　
（
佐
々
木
マ
キ
）

え
ん
そ
く
お
に
ぎ
り　
（
宮
野
聡
子
）

恐
竜
の
飼
い
方　
　
　
　
（
土
屋
健
）

竜
が
呼
ん
だ
娘　
　
　
（
柏
葉
幸
子
）

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
お
針
子

　
　
　
　
（
ケ
イ
ト
・
ペ
ニ
ン
ト
ン
）

°

�



健　
　

康

成
人
等
の
風
し
ん
予
防
接
種

費
用
の
助
成
を
開
始

　

風
し
ん
の
報
告
数
が
急
増
し
て
い

ま
す
。患
者
の
7
割
以
上
は
男
性
で
、

う
ち
20
代
か
ら
40
代
ま
で
が
８
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
抗
体
を
持
た
な
い

ま
た
は
低
い
抗
体
価
の
妊
娠
中
の
女

性
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
赤
ち
ゃ

ん
に
難
聴
や
心
疾
患
、
白
内
障
や
緑

内
障
な
ど
の
障
害
（
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
）
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

妊
娠
中
の
女
性
は
予
防
接
種
が
受

け
ら
れ
な
い
た
め
、
抗
体
を
持
た
な

い
ま
た
は
低
い
抗
体
価
の
妊
婦
の
人

は
、
可
能
な
限
り
人
混
み
を
避
け
、

不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

村
で
は
、
風
し
ん
の
流
行
拡
大
に

対
応
し
、
妊
婦
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康

を
守
る
た
め
、
緊
急
対
策
と
し
て
、

成
人
等
に
対
す
る
風
し
ん
予
防
接
種

費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
対
象
者　

村
に
住
民
票
の
あ
る

満
19
歳
以
上
の
人
で
①
満
49
歳
ま
で

の
男
女
②
妊
娠
を
希
望
さ
れ
る
女

性
、
③
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶

者助
成
期
間　

５
月
13
日（
月
）～
９
月

30
日（
月
）

助
成
額　

①
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ

ク
チ
ン　

７
千
円　

②
風
し
ん
ワ
ク

チ
ン　

４
千
円

助
成
回
数　

１
回（
１
人
1
回
限
り
）

助
成
方
法　

①
富
田
林
医
師
会
管
内

の
指
定
医
療
機
関
の
場
合
は
、
接
種

費
用
か
ら
助
成
額
を
引
い
た
額
を
医

療
機
関
に
支
払
っ
て
く
だ
さ
い　

②

右
記
以
外
の
医
療
機
関
や
５
月
13
日

～
31
日
に
接
種
さ
れ
た
人
は
、
６
月

３
日
か
ら
助
成
相
当
額
の
還
付
手
続

き
を
、
健
康
福
祉
課
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。（
領
収
書
、
接
種
済
証
、
振

込
先
の
確
認
で
き
る
通
帳
や
カ
ー

ド
、
印
鑑
持
参
）

次
の
人
は
、
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん　

①
妊
娠
中
の
女
性　

②
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
風
疹

ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
し
た
人　

③

風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

な
人

注
意
事
項　

•

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
２
か
月

間
は
、
妊
娠
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

訪
問
歯
科
事
業
の
ご
案
内

　

村
で
は
、
寝
た
き
り
の
高
齢
者
や

重
度
の
障
が
い
者
で
歯
科
医
院
に
通

院
が
難
し
く
、
自
宅
で
の
歯
科
診
療

を
希
望
す
る
人
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
相
談
の
あ
っ
た
人
に
は

無
料
で
、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士

が
訪
問
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
人
は
健
康
福
祉
課
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
今
後
の
方
針
を
立
て

る
た
め
の
相
談
を
行
う
も
の
で
、
そ

の
後
の
治
療
に
つ
い
て
は
各
自
の
保

険
診
療
と
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

障
が
い
児（
者
）歯
科
診
療

の
ご
案
内

　

地
域
の
歯
科
医
院
で
の
治
療
が
困

難
な
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

歯
科
治
療
や
口
腔
衛
生
指
導
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。（
保
険
診
療
）

日
時　

毎
週
木
曜
日　

午
後
１
時
～

５
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

場
所　

河
内
長
野
市
立
休
日
急
病
診

療
所

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

河
内
長
野
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー　

　

☎
�
０
３
０
１

福　
　

祉

母
子
健
康
手
帳
と
妊
婦

健
診
受
診
券
交
付

　

妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら
、
で
き
る
だ

け
早
く
保
健
セ
ン
タ
ー
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
母
子
健
康
手
帳
と

妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
を
交
付
し
ま

す
。

　

妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
は
、
妊
娠

期
間
中
に
必
要
な
健
診
を
公
費
（
最

大
11
万
６
８
４
０
円
ま
で
）
で
受
け

ら
れ
る
受
診
券
で
す
。

　

妊
娠
中
は
、
特
に
気
が
か
り
な
こ

と
が
な
く
て
も
、
身
体
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
病

気
や
異
常
な
ど
に
早
く
気
づ
き
、
早

く
対
応
す
る
た
め
、
必
ず
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
に

よ
る
妊
娠
・
出
産
な
ど
の
相
談
、
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
、

赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
使
っ
た
沐
浴
実

習
、
お
父
さ
ん
に
な
る
人
の
妊
婦
体

験
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

現
況
届
は
６
月
中
に

　

児
童
手
当
な
ど
を
受
け
て
い
る
人

に
、
現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
ま
し

た
。
必
ず
６
月
中
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

こ
れ
は
、
受
給
者
の
支
給
要
件
や

所
得
状
況
な
ど
、
引
き
続
き
手
当
を

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
手
続
き
で
、
届
け
出
が
な
い

と
６
月
分
か
ら
の
手
当
の
支
払
い
が

差
し
止
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

６
月
は
手
当
の
支
払
い
月
で
す

　

２
月
分
か
ら
５
月
分
の
児
童
手
当

を
６
月
10
日（
月
）に
振
り
込
み
ま

す
。
受
給
し
て
い
る
人
は
、
口
座
へ

の
入
金
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
等
の
支
給
月
額

•
０
歳
～
３
歳
未
満
（
一
律
）

　

１
万
５
千
円

•

３
歳
～
小
学
校
修
了
前

　

１
万
円

　
（
第
３
子
以
降
は
１
万
５
千
円
）

•

中
学
生
（
一
律
）

　

１
万
円

•

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
人

　

�

特
例
給
付
と
し
て
児
童
１
人
に
つ

き
一
律
５
千
円

※
「
第
３
子
以
降
」
と
は
、
高
校
卒

業
ま
で
（
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
）
の
養
育
し
て
い

る
児
童
の
う
ち
、
３
番
目
以
降
を
い

い
ま
す
。

注
意
事
項

　

住
所
、
児
童
数
な
ど
の
変
更
、
受

給
者
が
退
職
や
転
職
を
し
た
場
合
や

世
帯
で
の
生
計
中
心
者
が
変
更
（
離

婚
・
婚
姻
・
所
得
の
増
減
な
ど
）
に

な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
届
け
て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
返
還
金

が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

就
学
前
児
童
の

一
時
預
か
り
に
つ
い
て

　

げ
ん
き
保
育
園
で
は
、
一
時
預
か

り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
が
病
気
や
災
害
・
事
故
、

育
児
疲
れ
の
解
消
等
の
理
由
で
、
緊

急
・
一
時
的
に
保
育
が
必
要
と
な
る

就
学
前
児
童
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
げ
ん
き
保
育
園

　

住
所　

小
吹
68―

９
１
２

　

☎
�
７
８
６
８

�



テ
ー
マ
：「
あ
か
ね
こ
も
ち
」

　
「
あ
か
ね
こ
も
ち
」
と
は
、
麦
を

ひ
き
わ
り
に
し
た
粉
と
も
ち
米
を
蒸

し
て
つ
き
、も
ち
に
し
た
も
の
で
す
。

赤
み
を
帯
び
た
色
と
形
が
、
赤
い
猫

が
座
っ
て
い
る
姿
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
「
あ
か
ね
こ
（
赤
猫
）」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、半
夏
生（
は

ん
げ
し
ょ
う
）
に
食
べ
る
こ
と
か
ら

「
半
夏
生
も
ち
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

村
で
は
、
田
植
え
が
終
わ
っ
た
喜
び

を
祝
い
、
秋
の
収
穫
を
願
っ
て
食
べ

る
料
理
で
す
。

　

材
料
に
使
わ
れ
る
「
麦
粉
」
は
、

皮
が
つ
い
た
ま
ま
の
小
麦
を
挽
い
て

作
る
の
で
、
皮
を
む
い
て
挽
い
た
も

の
で
あ
る
小
麦
粉
と
は
色
が
違
い
ま

す
。
昔
は
近
く
に
も
小
麦
を
挽
い
て

く
れ
る
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
小
麦
粉
で
代

用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
麦
粉
の
代
わ
り
に
つ
ぶ

し
た
麦
を
も
ち
米
と
一
緒
に
蒸
し
て

作
る
と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

「
あ
か
ね
こ
も
ち
」

〈
材
料
〉（
作
り
や
す
い
分
量
）

も
ち
米
…
１
升
（
１
・
４
㎏
）　

麦

粉
…
４
５
０
ｇ　

薄
力
粉
…
３
５
０

ｇ　

水
…
８
０
０
㏄
（
４
カ
ッ
プ
）

砂
糖
…
１
０
０
ｇ

Ａ
（
き
な
粉
…
３
０
０
ｇ　

三
温
糖

…
３
０
０
ｇ　

塩
…
小
さ
じ
１
）

①�

も
ち
米
は
１
昼
夜
水
に
つ
け
、
ざ

る
に
あ
げ
て
お
く
。

②�

麦
粉
と
薄
力
粉
を
分
量
の
水
で
溶

く
。（
固
さ
の
目
安
は
天
ぷ
ら
の

衣
よ
り
少
し
固
め
。
水
の
量
は
微

調
整
す
る
）

③�

蒸
し
器
で
も
ち
米
を
蒸
し
、
８
分

通
り
蒸
し
あ
が
っ
た
上
に
②
を
流

し
込
む
。

④�

少
し
蒸
し
て
か
ら
菜
箸
で
つ
つ
い

て
穴
を
あ
け
、
蒸
気
の
通
り
道
を

作
り
、
さ
ら
に
蒸
す
。

⑤�

菜
箸
を
刺
し
て
、
生
の
粉
が
つ
い

て
こ
な
け
れ
ば
蒸
し
上
が
り
。

⑥�

も
ち
米
が
下
、
麦
粉
の
生
地
が
上

に
な
る
よ
う
に
も
ち
つ
き
機
に
入

れ
、
30
分
く
ら
い
つ
く
。
も
ち
米

と
麦
粉
の
生
地
が
少
し
な
じ
ん
だ

ら
砂
糖
を
入
れ
、
さ
ら
に
つ
く
。

⑦�

Ａ
を
ざ
る
な
ど
で
ふ
る
い
な
が
ら

混
ぜ
て
お
く
。

⑧�

で
き
た
も
ち
を
食
べ
や
す
い
大
き

さ
に
ち
ぎ
り
、
⑦
を
つ
け
て
い
た

だ
く
。

（
健
康
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
）

◎
の
び
の
び
げ
ん
き
ひ
ろ
ば

　

�　

自
由
に
遊
ん
だ
り
、
自
由
に
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
て
、
親
子
で

の
び
の
び
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
時　

毎
週
月
曜
日

　

�（
祝
日
な
ど
の
場
合
は
翌
日
の
火

曜
日
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

 

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
3
階
集
団

指
導
室

◎
げ
ん
き
広
場
（
自
由
来
園
）

　

�　

自
由
に
親
子
で
遊
び
な
が
ら
、

お
友
達
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
時　

毎
週
月
～
金
曜
日　

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◎
園
庭
開
放

　

園
庭
で
自
由
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　

日
時　

毎
週
金
曜
日　

　

午
前
９
時
～
正
午

◎
子
育
て
育
児
相
談

　

•

電
話
相
談（
毎
週
月
～
金
曜
日
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
•

面
接
相
談
★

〈
問
い
合
わ
せ
・
予
約
〉

　
�

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ai
♡

げ
ん
き
（
げ
ん
き
保
育
園
内
）　

☎
�
７
８
６
８

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

村
内
で
子
育
て
を
す
る
人
た
ち
を
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で
応
援
す
る
施

設
で
す
。
専
任
の
保
育
士
が
常
駐
し

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

〈６月の予定〉（開設日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時）

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

４ 火 開設時間内 地域子育て支援センター 発育測定

５ 水 ★ 10時30分～11時 地域子育て支援センター 英語あそび

７ 金 10時～10時30分 地域子育て支援センター げんき親子体操

11 火 10時～ 小吹台いきいきサロンやまゆり
前広場

ニコニコタイム
（雨天中止）

12 水 10時～ 地域子育て支援センター 楽器あそび

18 火 10時～11時 地域子育て支援センター 七夕制作

25 火 10時～ 小吹台いきいきサロンやまゆり
前広場

ニコニコタイム
（雨天中止）

26 水 ★ 10時15分～ 地域子育て支援センター 金剛登山（参加希望が５人以下の
場合は中止）

28 金 ★ 10時～11時30分 保健センター　３階 親子クッキング

�★�マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師など
の都合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育
て支援センター ai ♡げんきだより』をご覧ください。

『
村
に
伝
わ
る
郷
土
食
を
残
そ
う
』

●

●

健康ちはやあかさか21
イメージキャラクター

�



検　
　

診

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の

お
知
ら
せ

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ

に
く
く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬

変
や
肝
臓
が
ん
へ
と
進
行
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
検
診
を

受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

対
象
者　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①�

平
成
25
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る

人
②�

平
成
25
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で

過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相

当
す
る
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
人

③�

特
定
健
診
等
に
お
い
て
肝
機
能
検

査
に
異
常
が
あ
る
人

内
容

①
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

②
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
診
料　

５
０
０
円
（
４
月
１
日
現

在
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
）

※
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
、
受
診
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー

１
階
健
康
福
祉
課
へ
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

場
所

①�

村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）

②
村
国
保
千
早
診
療
所

③
や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

検
診
実
施
期
間

　

平
成
26
年
３
月
31
日（
月
）ま
で

申
込
期
間

　

平
成
26
年
３
月
20
日（
木
）ま
で

受
診
方
法　

申
し
込
み
を
し
た
人
に

は
、
受
診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
後
、
委
託
医
療
機
関
へ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

予
約
受
付
中

対
象
者　

４
月
１
日
現
在
、
40
・

45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女

性検
診
の
内
容　

超
音
波
に
よ
る
骨
密

度
測
定
・
結
果
説
明
と
栄
養
相
談
・

保
健
相
談　

受
診
料　

６
０
０
円
（
４
月
１
日
現

在
70
歳
の
人
は
無
料
）

※
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
、
受
診
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー

１
階
健
康
福
祉
課
へ
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

日
時　

８
月
29
日（
木
）、
30
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分
（
時
間

予
約
制
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

予
約
を
さ
れ
た
人
に
は
検
診
日
の
２

週
間
前
頃
に
予
約
票
と
詳
し
い
案
内

を
送
り
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課

成
人
歯
科
健
康
診
査

予
約
受
付
中

対
象　

４
月
１
日
現
在
40
・
50
・

60
・
70
歳
の
人

内
容　

問
診
・
口
腔
内
診
査
・
結
果

説
明

受
診
料　

無
料

場
所　

村
指
定
医
療
機
関

　
（
富
田
林
歯
科
医
師
会
管
内
）

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

健
診
実
施
期
間　

　

平
成
26
年
３
月
31
日（
月
）ま
で

申
込
期
間

　

平
成
26
年
３
月
20
日（
木
）ま
で

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診

券
を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
歯
科

医
院
に
電
話
で
予
約
し
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課

《定期予防接種》指定医療機関での個別接種（無料）
種　　　　　類 対　　象　　者 備　　考

ヒブ・小児用肺炎球菌 生後２か月～５歳未満 変更）H25年４月より定期予
防接種になりました

BCG（結核） 生後３か月～１歳未満
（標準的な接種時期は生後５か月～８か月未満）

変更）H25年４月より１歳未
満まで接種可能になりました

ジフテリア（Ｄ）
百日咳（Ｐ）
破傷風（Ｔ）
不活化ポリオ（ＩＰＶ）

三種混合（ＤＰＴ）
生後３か月～７歳６か月未満不活化ポリオ（ＩＰＶ）

四種混合（ＤＰＴ-ＩＰＶ）
二種混合（ＤＴ） 11歳～13歳未満

麻しん（Ｍ）
風しん（Ｒ）

二種混合（ＭＲ）１期 １歳～２歳未満 未接種で対象年齢を超えた人
は相談してください二種混合（ＭＲ）２期 平成19年４月２日～平成20年４月１日生まれ

日本脳炎
１期 ３歳～７歳６か月未満 平成７年４月２日～平成19年４月

１日生まれの人は対象年齢を超え
変更）平成7年４月２日～５月
31日生まれの人が接種可能に２期 ９歳～13歳未満

子宮頸がん予防（ＨＰＶ） 平成９年４月２日～平成14年４月１日生まれの女子 変更）H25年４月より定期予
防接種になりました

《任意予防接種》指定医療機関での費用助成
種　　　　類 対象者 備　　考

高齢者用肺炎球菌 70歳以上 １人１回に限り3,000円助成
接種前に保健センターで申請用紙をお渡しします

季節性インフルエンザ（高齢者） 広報９月号でお知らせします

《任意予防接種》接種後に費用還付
種　　　　類 対象者 備　　考 申請に必要なもの

水痘（水ぼうそう） １歳～３歳未満 １人１回に限り全額助成 母子手帳・領収書・印鑑・振込
口座を確認できる通帳かカード流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） １歳～３歳未満 １人１回に限り全額助成

※平成25年度中に保健センターで申請してください。

�



有
料
広
告
募
集
の
案
内

　

千
早
赤
阪
村
で
は
、
村
政
の

財
源
確
保
の
た
め
、
広
報
「
ち

は
や
あ
か
さ
か
」
や
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
有
料
広
告
掲
載
を

募
集
し
ま
す
。

広
報
「
ち
は
や
あ
か
さ
か
」

•
�

大
き
さ　

こ
の
枠
の
大
き
さ

で
す
。

•

色　
　
　

黒
１
色
刷
り

•

掲
載
料　

１
回
（
１
か
月
）

　
　
　
　
　

５
千
円

•

発
行
数　

約
２
千
２
０
０
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•

大
き
さ　

縦
45
ピ
ク
セ
ル
×

　

横
１
５
０
ピ
ク
セ
ル
、
40

　

以
内
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式

•

掲
載
料　

３
か
月
単
位

　
　
　
　
　

５
千
円
／
月

•

月
間
閲
覧
数　

　
　
　
　
　

約
２
万
４
千
件

※
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
審

査
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
封
筒
な
ど
の
印
刷
物

に
も
有
料
広
告
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
決
定
次
第
広
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
募
集
し
ま

す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

総
務
課

KB

平成25年度　がん検診のお知らせ
6・7月分の検診は4月1日から受付開始、9・10月分の検診は6月1日から受付開始します。

場所　保健センター
＊検診は、すべて予約制となります。
＊検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診できません。
＊ 定員になり次第締め切ります（キャンセル待ちになっている場合もあります）。予約をされた人には検診日の約２週間前
に予約票など詳しい案内を送ります。

＊検診日に介助の必要な人は相談ください。
＊負担していただく受診料はいずれも検査料金の２割５分程度です。
　当日受付で支払ってください。（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。健康福祉課へ事前に申し出てください）
＊大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場合は必ず相談ください。

日曜日検診もあります！

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

・
肺
が
ん
・
結
核
検
診

検 診 日 ６月26日（水）・７月７日（日）・９月３日（火）・９月10日（火）・10月27日（日）　  
当日受付時間 午前８時30分～11時
対 　 　 象 受診日現在40歳以上の人
受診できる回数 年度に１回
定  　  員 各50人

内   　 容 〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影、〈大腸がん〉問診・便潜血検査〈肺がん・結核〉問診・胸部Ｘ線直接撮影（喀痰検査は必要者のみ）

受  診  料 〈胃がん〉1,000円、〈大腸がん〉300円、〈肺がん ･結核〉600円（肺がん喀痰検査別途500円：喀痰提出時徴収）

子
宮
頸
が
ん
検
診

検  診  日 ６月12日（水）･７月２日（火）・９月８日（日）・９月20日（金）
当日受付時間 午後１時15分～３時

対 　 　 象 受診日現在、20歳以上の和暦で偶数年生まれの人
（ただし、奇数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）

受診できる回数 ２年（年度）に１回
定 　   員 各55人
内 　   容 問診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）
受  診  料 1,000円

乳
が
ん
検
診

検  診  日 ６月12日（水） ･ ７月２日（火）・９月８日（日）・９月20日（金）

当日受付時間

〈午前〉９時30分（40歳代のみ）、
10時・10時30分・11時（50歳以上）

〈午後〉０時45分（40歳代のみ）、
１時15分・１時45分・２時15分（50歳以上）

対 　 　 象

 受診日現在、40歳以上の和暦で偶数年生まれの人
（ただし、奇数年生まれでも昨年度受診していない人は受診できます）
※ 次の人は乳がん検診対象外です。主治医に相談の上、医療機関で受診してく
ださい。

　　　•39歳以下の人
　　　•妊娠中または妊娠の可能性のある人
　　　•授乳中の人
　　　•心臓ペースメーカーを装着している人
　　　•豊胸術をしている人

受診できる回数 ２年（年度）に１回

定 　   員
〈午前〉40歳代７人、50歳以上22人
〈午後〉40歳代６人、50歳以上22人
※午後は子宮がん検診とセットで受診する人が優先です。

内 　   容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）
受  診  料 1,100円

1
〈予約・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）☎�0069（直通）・�0081（代表）

�



衛　
　

生

ご
み
の
不
適
正
処
理
・
野
外

焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

野
外
で
の
焼
却
、
い
わ
ゆ
る
野
焼

き
行
為
は
、
た
き
火
程
度
の
ご
く
軽

微
な
も
の
や
、
農
林
業
で
管
理
上
や

む
を
得
ず
行
な
う
焼
却
な
ど
、
一
部

の
例
外
を
除
い
て
は
「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
行
為
は
、

少
量
で
あ
っ
て
も
悪
臭
や
黒
煙
な
ど

に
よ
る
迷
惑
で
近
隣
の
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
と
な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
家
庭
で
出
る
ご
み
は
、
分

別
し
、
村
の
定
期
収
集
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

人　
　

権

男
女
共
同
参
画
週
間

「
紅
一
点
じ
ゃ
、
足
り
な
い
。」

　

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参

画
週
間
で
す
。

　

人
口
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中

で
女
性
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に

参
画
し
、
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
、
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。男
性
と
女
性
が
職
場
や
学
校
、

家
庭
な
ど
で
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
て
、
私
た
ち
の
周
り
の
男
女

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、

こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

上
下
水
道

水
道
関
係
の
届
け
出
を

忘
れ
ず
に

　

村
か
ら
給
水
を
受
け
て
い
る
人
で
、

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
上
下
水
道
課

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

使
用
者
ま
た
は
所
有
者
が
死
亡
し

た
場
合
は
、住
民
課
へ
の
届
け
出（
死

亡
届
）
と
は
別
に
、
水
道
の
所
有
者

変
更
届
、
使
用
者
変
更
届
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
転
入
・
転
出
に

伴
い
給
水
を
再
開
始
、
中
止
す
る
場

合
は
、
開
栓
・
閉
栓
届
が
必
要
で
す
。

（
手
数
料
が
必
要
）

　

事
前
に
営
業
時
間
内
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

新
築
・
増
築
・
改
築
に
伴
い
給
水

装
置
工
事
を
行
う
場
合
は
、
村
の
指

定
を
受
け
た
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
給

水
工
事
申
込
書
が
必
要
に
な
り
ま

す
。）

　

ま
た
、
口
径
・
用
途
変
更
を
行
う

場
合
も
、
変
更
届
が
必
要
で
す
。

　

量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）
に
接

続
さ
れ
て
い
な
い
給
水
管
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
上
下
水
道
課
ま
た
は
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
に
つ
い
て

　

村
で
は
生
活
環
境
お
よ
び
河
川
の

水
質
の
保
全
並
び
に
公
衆
衛
生
の
向

上
の
た
め
、
し
尿
や
生
活
雑
排
水
な

ど
を
併
せ
て
処
理
す
る
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
家

庭
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

本
年
度
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
予
定
の
人
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

対
象
地
区
は
、
下
水
道
処
理
区
域

外
お
よ
び
下
水
道
計
画
区
域
内
で

あ
っ
て
も
整
備
が
大
幅
に
遅
れ
る
地

域
で
す
。（
事
前
に
問
い
合
わ
せ
必
要
）

補
助
対
象
設
置
基
数　

５
基
（
先
着

順
）

補
助
金
額

•

５
人
槽　

33
万
２
千
円

•

６
人
槽
～
７
人
槽　

41
万
４
千
円

•

８
人
槽
～
10
人
槽　

54
万
８
千
円

受
付　

９
月
30
日
ま
で

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

６
月
１
日
か
ら
７
日
は

水
道
週
間
「
復
興
の　

未
来
と

生
命　

照
ら
す
命
の
水
」

　

水
道
週
間
は
、
皆
さ
ん
に
水
の
大

切
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
水
道
へ
の

理
解
と
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
毎
日
使
っ
て
い
る
水

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
を
市
町
村

ご
と
に
発
表
し
て
い
ま
す
!!

　

気
象
庁
で
は
、
市
町
村
ご
と
に
気

象
警
報
・
注
意
報
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
千
早
赤
阪
村
に
災
害
発
生
の
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
、「
千
早
赤
阪
村
」

と
明
示
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
雨
警
報
で
は
、
特
に
警

戒
が
必
要
な
災
害
を
、「
大
雨
警
報

（
土
砂
災
害
）」、「
大
雨
警
報
（
浸
水

害
）」と
カ
ッ
コ
書
き
で
表
記
し
ま
す
。

　
「
千
早
赤
阪
村
」
の
気
象
警
報
・

注
意
報
の
詳
細
な
内
容
は
、

携
帯
電
話
か
ら
は
、

　

�

◎
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ

ン
タ
ー
の
携
帯
電
話
サ
イ
ト
の
千

早
赤
阪
村
の
気
象
警
報
・
注
意
報

　

�（http://www.jm
a.go.jp/jp/bosaijoho/

m
/warn/area/106/331/27383.htm

l

）

　

�

◎
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
携
帯
電

話
サ
イ
ト
の
大
阪
府
の
気
象
警

報
・
注
意
報
［
大
阪
府
と
府
内
市

町
村
が
共
同
運
営
］

　

�（http://www-cds.osaka-bousai.net/mobile/
pref/MobileWarningJmaDetail.html

）

パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
、

　
�

◎
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

千
早

赤
阪
村
の
気
象
警
報
・
注
意
報

　

�（http://w
w
w
.jm
a.go.jp/jp/

w
arn/2738300.htm

l

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で
も
市
町

村
ご
と
の
気
象
警
報
・
注
意
報
の
発

表
状
況
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で

気
象
警
報
・
注
意
報
が
放
送
さ
れ
る

と
き
は
、
画
面
に
表
示
で
き
る
文
字

数
や
読
み
上
げ
可
能
な
文
章
の
範
囲

内
で
伝
え
る
た
め
、「
大
阪
府
」
あ

る
い
は
「
南
河
内
」
の
よ
う
に
、
市

町
村
を
ま
と
め
た
地
域
名
で
放
送
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
の

携
帯
電
話
向
け
防
災
情
報
メ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
利
用
登
録
す
る
と

千
早
赤
阪
村
の
気
象
警
報
・
注
意
報

が
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
配
信
さ
れ
ま

す
。

登
録
は

　
「touroku@

osaka-bousai.net

」

へ
空
メ
ー
ル
（
本
文
、
件
名
に
何
も

書
か
れ
て
い
な
い
メ
ー
ル
）
を
送
信

し
て
、
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
か
ら

返
信
さ
れ
る
メ
ー
ル
に
沿
っ
て
登
録

作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
登
録
料

は
無
料
で
す
が
、
メ
ー
ル
を
送
受
信

し
た
り
、
登
録
画
面
に
接
続
し
た
り

す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
通
信
料
に

つ
い
て
は
、
登
録
者
に
ご
負
担
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
迷
惑
メ
ー

ル
対
策
と
し
て
ド
メ
イ
ン
指
定
受
信

を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
事
前
に
設
定

の
変
更
や
解
除
が
必
要
で
す
。
あ
ら

か
じ
め
ド
メ
イ
ン
指
定
受
信
に

10



「touroku@
osaka-bousai.net

」
を
追

加
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ

付
メ
ー
ル
受
信
拒
否
、
宛
名
設
定
な

ど
、
各
種
設
定
を
解
除
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
設
定
変
更
の
方
法
に
つ

い
て
は
、
携
帯
電
話
会
社
ま
た
は
販

売
店
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
管
区
気
象
台
予
報
課　

　

☎
06（
６
９
４
９
）６
３
０
３�

奥
河
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

お
お
さ
か
河
内
材
の
ヒ
ノ
キ
を

使
っ
た
バ
タ
ー
ナ
イ
フ
と
お
皿
づ
く

り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

日
時　

６
月
29
日（
土
）
午
後
１
時

～
４
時
30
分

定
員　

12
人

参
加
費　

４
３
０
０
円
（
パ
ン
・
ド

リ
ン
ク
・
材
料
費
込
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
汚
れ
て

も
よ
い
服
装

受
付
開
始　

６
月
７
日
午
前
10
時
～

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
（
東
阪
１
２
３
８

―

５
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w
w
.sinrin.org/foresta/

森
林
と
街
と
を
つ
な
ぐ

「
モ
リ
マ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

地
元
大
阪
の
優
良
木
材
「
お
お
さ

か
河
内
材
」
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
木
が
住
ま
い
に
生
ま
れ

変
わ
る
ま
で
の
工
程
を
見
学
し
ま

す
。

日
時　

６
月
23
日（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
４
時

定
員　

20
人

費
用　

千
円
（
昼
食
付
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
汚
れ
て

も
よ
い
服
装

受
付
開
始　

６
月
７
日
午
前
９
時
～

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

河
内
長
野
市
立
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
木
根
館
☎
�
８
１
５
１

　

今
か
ら
三
十
年
近
く
前
、
私
は
中
東

の
産
油
国
、
サ
ウ
デ
ィ
・
ア
ラ
ビ
ア
に

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
文
部
省

か
ら
在
外
教
育
施
設
に
派
遣
さ
れ
て
い

た
た
め
で
す
。
日
本
で
は
、
中
東
や
ア

ラ
ブ
と
聞
く
だ
け
で
ど
こ
か
き
な
臭
い

印
象
を
持
っ
て
し
ま
い
が
ち
に
な
り
ま

す
が
、
赴
任
し
て
み
る
と
紅
海
に
面
し

た
そ
の
町
は
、
と
て
も
の
ど
か
で
美
し

い
と
こ
ろ
で
し
た
。
派
遣
さ
れ
て
い
る

私
達
日
本
人
と
と
も
に
働
い
て
い
る
ア

ラ
ブ
人
達
も
ま
た
、
親
切
で
お
だ
や
か

で
家
族
や
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
平
和

主
義
者
達
で
し
た
。
身
に
危
険
な
ど
感

じ
る
こ
と
な
く
、
何
一
つ
不
自
由
な
い

暮
ら
し
は
、
い
つ
し
か
自
分
が
中
東
で

働
い
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
れ
は
十
二
月
の
運
動
会
準
備
で
の

こ
と
で
し
た
。
放
課
後
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
転
を
終
え
て
戻
っ
て
来
た
ド
ラ
イ

バ
ー
達
が
、
準
備
の
終
わ
っ
た
運
動
場

の
万
国
旗
を
見
上
げ
な
が
ら
、「
あ
の

旗
は
ア
メ
リ
カ
、
あ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
で

す
ね
。
私
達
は
嫌
い
で
す
。」
と
言
う

の
で
す
。「
な
ぜ
？
」
と
問
う
と
、
彼

ら
は
、「
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
は
二

枚
舌
を
使
い
ま
す
。
彼
ら
は
ア
ラ
ブ
を

追
い
出
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
を
後

押
し
し
な
が
ら
、
オ
イ
ル
欲
し
さ
に
ア

ラ
ブ
に
す
り
寄
っ
て
来
ま
し
た
。」
と
、

視
線
を
国
旗
か
ら
逸
ら
す
こ
と
な
く
言

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
紙
と
ク
レ
パ

ス
を
下
さ
い
。」
と
彼
ら
は
言
う
の
で

し
た
。
言
わ
れ
る
ま
ま
に
紙
と
ク
レ
パ

ス
を
差
し
出
す
と
、
彼
ら
は
「
こ
れ
は

独
立
へ
の
情
熱
の
赤
、
こ
れ
は
平
和
の

白
、
…
。」
と
言
い
な
が
ら
、
母
国
北

イ
エ
メ
ン
の
国
旗
を
描
き
出
し
た
の
で

す
。
私
は
「
し
ま
っ
た
！
」
と
思
い
ま

し
た
。
サ
ウ
デ
ィ
で
は
、
国
旗
は
神
聖

な
も
の
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
な
い
の

で
す
。
そ
こ
で
、
学
校
で
は
万
国
旗
を

子
ど
も
達
に
描
か
せ
て
い
た
の
で
し

た
。
運
動
場
に
吊
る
さ
れ
た
万
国
旗
の

中
に
は
、
彼
ら
北
イ
エ
メ
ン
の
国
旗
は

な
か
っ
た
の
で
す
。

　

私
達
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
達
が
描
い
た

北
イ
エ
メ
ン
の
国
旗
数
枚
を
慌
て
て
万

国
旗
の
中
に
吊
る
し
た
の
で
し
た
。

反
ユ
ダ
ヤ
を
掲
げ
る
サ
ウ
デ
ィ
で
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
国
の
存
在
を
認
め

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際
、
国
内
で

入
手
出
来
る
世
界
地
図
に
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
表
記
は
な
い
の
で
す
。
西
欧
で

は
英
雄
の
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
も
、

ア
ラ
ブ
で
は
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
頃
穏
や
か
に
接
し
て
く
れ
て

い
る
彼
ら
の
背
景
に
も
、
重
い
過
去
と

と
も
に
強
い
民
族
意
識
が
あ
っ
た
の
で

す
。

　

あ
れ
か
ら
三
十
年
。
大
阪
の
地
下
鉄

の
中
で
周
囲
の
人
々
の
会
話
に
耳
を
傾

け
て
い
る
と
、
日
本
語
以
外
の
言
語
が

飛
び
込
ん
で
来
る
こ
と
も
珍
し
く
な
く

な
り
ま
し
た
。
国
際
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
急
速
に
進
み
、
人
・
物
・
情
報
が

頻
繁
に
行
き
交
う
今
日
、
私
達
は
こ
の

日
本
で
暮
ら
す
外
国
の
人
々
が
背
負
っ

て
い
る
そ
れ
ら
背
景
に
ど
こ
ま
で
心
を

及
ば
す
こ
と
が
出
来
て
い
る
で
し
ょ
う
。

みんなで防ごう土砂災害

■ がけが崩れ
だしたり、
落石がある
とき

■ がけや地面
にひび割れ
がでたとき

■ 流れが急に
濁ったり、
流木が混ざ
り始めたと
き

■ がけから水
が急に湧き
だしてきた
とき

■ 木の裂ける
音や石の流
れ落ちる音
がするとき

■ 降雨が続い
ているのに
渓流の水位
が減りだし
たとき

■ 石垣や擁壁
にき裂やず
れが生じた
とき

■ 地面が急に
盛り上がっ
たり、陥没
したとき

6月は土砂災害防止月間です
　近年、異常な集中豪雨により、がけ崩れなどの土砂災害が発生し人命・
家屋に大きな被害がでています。
　今年もまた、土砂災害の起こりやすい長雨の季節となりました。まさ
かのときに備え、家の周囲の危険場所を確認し、土砂災害に備えましょう。
　また、下図のようなときには速やかに避難しましょう。
〈問い合わせ〉地域振興課

人
権
コ
ラ
ム﹁
き
ず
な
﹂
②

灼
熱
の
太
陽
の
地
で

新
坊　

昌
弘（
大
阪
教
育
大
学
）
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そ
の
他
の

　

お
知
ら
せ

「
大
阪
エ
コ
農
産
物
」

申
請
受
け
付
け

　

大
阪
府
で
は
、「
減
農
薬
・
減
化

学
肥
料
栽
培
」
に
取
り
組
む
農
業
者

を
支
援
す
る
た
め
、
府
が
定
め
る
基

準
に
基
づ
い
て
栽
培
さ
れ
た
農
産
物

を
「
大
阪
エ
コ
農
産
物
」
と
し
て
認

証
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
む
に
当
た
り
、
生
産
計
画
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

�

認
証
さ
れ
た
農
産
物
に
は
、
府
の

認
証
マ
ー
ク
を
貼
り
付
け
、
出
荷
・

販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
農
作
物

　

府
内
で
生
産
さ
れ
た
、
野
菜
・
果

実
・
花
き
（
府
で
指
定
し
た
品
目
）

と
米
、
大
豆

認
定
基
準

①
府
が
定
め
た
農
薬
・
化
学
肥
料
の

使
用
回
数
（
量
）
を
超
え
な
い
こ
と

②
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
で
な
い
こ

と受
付　

６
月
14
日（
金
）ま
で

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
〉

•

地
域
振
興
課

•

南
河
内
農
と
緑
の
総
合
事
務
所
農

の
普
及
課

　

☎
㉕
１
１
３
１
㈹

村
立
郷
土
資
料
館
、
ジ
オ
ラ
マ

模
型
一
新

　

君
も
、
千
早
赤
阪
村
マ
ス
タ
ー
に

な
ろ
う
！

　

今
年
の
10
月
で
27
周
年
を
迎
え
る

千
早
赤
阪
村
立
郷
土
資
料
館
で
は
、

千
早
赤
阪
村
の
全
景
を
再
現
し
た
ジ

オ
ラ
マ
模
型
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

ジ
オ
ラ
マ
模
型
に
は
、
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
が
付
い
て
お
り
、
そ
の
画
面
で
写

真
や
映
像
を
見
な
が
ら
、
村
の
歴
史

や
自
然
を
学
ぶ
こ
と
や
、
そ
れ
ら
を

題
材
に
し
た
「
ク
イ
ズ
ち
は
や
あ
か

さ
か
」
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ク
イ
ズ
は
約
50
問
の
中
か
ら
ラ

ン
ダ
ム
に
５
問
出
題
さ
れ
る
の
で
、

毎
回
異
な
る
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
な
が

ら
、
村
の
事
を
学
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
。

　

音
声
と
映
像
が
加
わ
る
こ
と
で
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
最
新
の
ジ
オ
ラ
マ

模
型
に
触
れ
、
千
早
赤
阪
村
を
知
っ

て
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
祭
日
の
場
合

翌
日
）・
年
末
年
始

入
館
料　

大
人　

２
０
０
円
・
小
人

１
０
０
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

村
立
郷
土
資
料
館
☎
�
１
５
８
８

千
早
赤
阪
村
ふ
れ
あ
い
展
・

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

千
早
赤
阪
村
ふ
れ
あ
い
展
・
コ
ン

サ
ー
ト
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
出
展
・
出
演
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

〈
ふ
れ
あ
い
展
〉

日
程　

10
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

〈
コ
ン
サ
ー
ト
〉

日
程　

10
月
27
日（
日
）

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

村
ふ
れ
あ
い
展
・
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会
事
務
局
（
教
育
課
内
）

　

☎
�
１
３
０
０

テ
ニ
ス
初
・
中
級
講
習
会

参
加
者
募
集

　

村
テ
ニ
ス
連
盟
で
は
、
初
心
者
・

中
級
者
を
対
象
と
し
た
第
54
回
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

７
月
14
日（
日
）～
毎
週
日
曜

日
午
後
１
時
～
（
全
６
回
）

場
所　

村
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

費
用　

４
千
円

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

受
付　

７
月
６
日（
土
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

中
野　

義
信
☎
�
７
５
１
９

６
月
は
「
就
職
差
別
撤
廃

月
間
」
で
す
《
し
な
い　

さ
せ
な
い　

就
職
差
別
》

　

就
職
の
面
接
で
、
家
族
の
出
身
地

や
職
業
、
思
想
・
信
条
な
ど
に
つ
い

て
質
問
す
る
こ
と
は
、
本
人
に
責
任

の
な
い
事
項
や
本
来
自
由
で
あ
る
べ

き
事
項
で
応
募
者
を
判
断
す
る
こ
と

に
な
り
、
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

大
阪
府
で
は
、
６
月
を
「
就
職
差

別
撤
廃
月
間
」
と
定
め
、
啓
発
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
就
職
の
機

会
均
等
を
保
障
す
る
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
、
府
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
就
職
差
別
１
１
０
番
】

　

採
用
面
接
時
な
ど
の
差
別
に
つ
い

て
、
相
談
、
関
係
機
関
の
紹
介
な
ど

を
行
い
ま
す
。

●
電
話
番
号

06（
６
２
１
０
）９
５
１
８

６
月
18
日（
火
）～
20
日（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
６
時

●
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

rosei‒g04@
sbox.pref.osaka.lg.jp

６
月
中
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
相
談
受
け

付
け
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
商
工
労
働
部
雇
用
推
進
室

　

☎
06（
６
９
４
１
）０
３
５
１

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間

　

大
阪
法
務
局
お
よ
び
大
阪
府
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
を
設
置
し
、
子
ど
も

を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
相
談

を
受
け
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
の

解
決
に
努
め
ま
す
。

電
話　
［
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
］

０
１
２
０―

０ぜ
ろ
ぜ
ろ
な
な
の
ひ
や
く
と
お
ば
ん

０
７―

１
１
０

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

実
施
期
間　

６
月
24
日（
月
）～
30
日

（
日
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時

　

た
だ
し
、
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
内
容　

い
じ
め
、
不
登
校
、
体

罰
、
児
童
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人
権

問
題

担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

職
員

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部

　

☎
06（
６
９
４
２
）９
４
９
６

第
16
回
大
阪
府
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

試
験
要
領
な
ど
（
受
験
申
込
書
）
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•

配
布
時
期
お
よ
び
受
付
期
間

　

６
月
24
日（
月
）ま
で

•
配
布
場
所

　

村
健
康
福
祉
課
・
保
健
所
な
ど

試
験
日

　

10
月
13
日（
日
）
午
前
10
時
～

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

一
般
財
団
法
人　

大
阪
府
地
域
福

祉
推
進
財
団
試
験
係　

　

☎
06（
６
７
６
３
）８
０
４
４

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格

更
新
制
度
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
４
月
の
介
護
保
険
制
度

の
改
正
に
よ
り
介
護
支
援
専
門
員
の

資
格
に
つ
い
て
、
５
年
ご
と
の
更
新

制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
有
効
期

間
を
更
新
す
る
た
め
に
は
、
有
効
期

間
満
了
日
ま
で
に
更
新
研
修
を
修
了

し
た
上
で
、
更
新
の
申
請
手
続
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
身
の
有

効
期
間
を
ご
確
認
の
上
、
更
新
研
修

の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

社
団
法
人　

大
阪
介
護
支
援
専
門

員
協
会
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
06（
６
３
９
０
）４
０
１
０

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
た
め
の
就
業

支
援
講
習
会
」
受
講
生
募
集

対
象　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭

の
父
お
よ
び
寡
婦

内
容　

①
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

②
パ
ソ
コ
ン
中
級
講
座

③
簿
記
３
級
・
弥
生
会
計
入
門
講
座

※
日
時
・
申
込
方
法
な
ど
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー

　

☎
06（
６
７
６
２
）９
４
９
８

仕
事
を
探
し
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
皆
さ
ん
へ

　
「
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

就
職
・
転
職
・
職
場
の
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
働
き
た
い
人
に
は
情
報
提
供
・
職

業
紹
介

○
面
接
に
備
え
て
就
職
セ
ミ
ナ
ー

○
困
っ
た
と
き
に
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

相
談
日　

月
～
土
曜
日
（
午
前
10
時

～
午
後
４
時
）

（
要
予
約
）（
保
育
あ
り
）

場
所　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
６
Ｆ

地
下
鉄
谷
町
線
・
谷
六
⑥
出
口
す
ぐ

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
06（
６
７
６
２
）９
４
９
８

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

赤
十
字
募
金

　

６
月
30
日（
日
）ま
で
、「
赤
十
字

社
員
増
強
運
動
」（
募
金
活
動
）
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救
護

活
動
を
は
じ
め
国
際
活
動
、
医
療
、

血
液
事
業
、
福
祉
事
業
な
ど
の
幅
広

い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

募
金
は
、
千
早
赤
阪
村
分
区
（
村

社
会
福
祉
協
議
会
）
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
０
２
９
４

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

６
月
10
日（
月
）に
大
阪
法
務
局
堺

支
局
は
新
庁
舎
に
移
転
し
ま
す
。

新
庁
舎
の
所
在
地

　

〒
５
９
０―

８
５
６
０
堺
市
堺
区

南
瓦
町
２
番
29
号
、
南
海
高
野
線
堺

東
駅
徒
歩
７
分

※
新
庁
舎
に
は
、
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
を
利
用
く
だ

さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

登
記
事
項
証
明
書
、地
図
の
写
し
、

印
鑑
証
明
書
な
ど
の
交
付
、
地
番
照

会
な
ど
に
つ
い
て

　

☎
０
７
２（
２
２
１
）２
７
９
９

第
41
回
コ
ロ
ニ
ー
ま
つ
り

　

コ
ン
サ
ー
ト
や
利
用
者
に
よ
る

歌
、
作
品
展
示
、
石
こ
ろ
ア
ー
ト
、

地
域
の
施
設
や
作
業
所
の
模
擬
店
の

出
展
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も
得
て
、
楽
し

く
過
ご
せ
る
催
し
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
８
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時

（
入
場
無
料
、
雨
天
実
施
）

場
所　

金
剛
コ
ロ
ニ
ー

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

金
剛
コ
ロ
ニ
ー
か
し
の
き
寮

　

コ
ロ
ニ
ー
ま
つ
り
担
当

　

☎
㉞
２
１
８
５

　
　

㉞
２
１
８
５　
　
　
　

津
波
警
報
の
内
容
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

　

気
象
庁
で
は
、
地
震
発
生
直
後
に

そ
の
場
所
（
震
源
）
と
規
模
（
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
）を
た
だ
ち
に
推
定
し
、

津
波
の
高
さ
や
到
達
時
間
な
ど
を
予

想
し
、
地
震
発
生
の
約
３
分
後
に
津

波
警
報
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。　

　

巨
大
地
震
の
場
合
、
そ
の
規
模
を

た
だ
ち
に
推
定
で
き
ず
、
適
切
に
津

波
の
高
さ
を
予
想
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
平
成
25
年
３
月
７
日
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
地
震
が
発
生
し
た

場
合
に
最
大
級
の
津
波
を
予
想
し
て
、

津
波
の
高
さ
を
「
○
メ
ー
ト
ル
」
と

い
う
数
値
で
は
な
く
、
大
津
波
警
報

で
は
「
巨
大
」、津
波
警
報
で
は
「
高

い
」
と
い
う
言
葉
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

を
用
い
て
発
表
し
ま
す
。

　

津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
時
「
巨

大
」、「
高
い
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
見

た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場
合
に
は
、
東

日
本
大
震
災
級
の
津
波
が
発
生
し
た

可
能
性
が
あ
る
非
常
事
態
と
考
え
て
、

最
大
限
の
避
難
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　

新
し
い
津
波
警
報
な
ど
の
詳
し
い

内
容
は
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.seisvol.kishou.

go.jp/eq/tsunam
i_keihou_kaizen/

index.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

俳
句
コ
ー
ナ
ー

桜
草
踏
む
ま
じ
と
し
て
踏
み
に
け
り

大
宇
陀
は
落
花
や
ま
ず
に
暮
れ
に
け
り

桃
咲
く
や
少
女
の
学
舎
丘
の
上

囀
の
揺
ら
し
て
を
り
し
小
枝
か
な

み
く
ま
り
の
渕
の
青
さ
よ
燕
来
る

花

筏

瀬

の

傾

き

に

従

え

り

大
和
心
今
に
伝
へ
て
山
ざ
く
ら

阿　

戸　

敏　

明

貝　

長　
　
　

徹

奥　

野　

千　

秋

北　

浦　

賀
代
子

下　

門　

信　

子

向　
　
　

栄
美
子

彼　

塚　

正　

子

13



受賞おめでとうございます
● 春の叙勲 ●

　４月29日、多年にわたり危険性の高い業務に従事した功績に
より、北浦勝さんが「端宝双光章」を安達良夫さんが「端宝単
光章」を受賞されました。

頑張りました！！
● 春季ソフトバレーボール大会 ●

　４月14日、海洋センターアリーナでソフトバレーボール大会
が６チームの参加により行われました。
優　勝　スマイルクローバー
準優勝　ウイングス

● 春季ソフトボール大会 ●
　４月14日、21日、村民運動場でソフトボール大会が５チーム
の参加により行われました。
優　勝　小吹アローズ
準優勝　ムラファイターズ

● 羽曳野ＦＣ招待少年サッカー大会 ●
　４月28日（日）、羽曳野フットボールクラブ主催による少年サッ
カー大会が羽曳野市立グレープヒルスポーツ公園で開催されま
した。
　千早赤阪サニーズサッカークラブからは、５年生の部、およ
び３年生の部に参加し、両学年とも予選リーグを１位で勝ち上
がり決勝戦へ進出しました。
　決勝戦では残念ながら敗れましたが、５年生３年生ともに準
優勝と健闘しました。
　さわやかな好天に恵まれ、選手達は一生懸命グランドを走り
回り頑張った一日でした。

寄　　贈
●�菊井由起子さんの歌を
山田陽子さんが書にし
たためられ、千早神社
に寄贈されました。

●�武田直也さん（八尾美術
協会会員）より村に棚田
の絵が寄贈されました。

▲北浦　　勝さん ▲安達　良夫さん

1�



東阪　 谷　　  美  月 さん
＜20歳　おうし座＞

MidukiTani

近況は・・・
　今は、短期大学の生活ナビゲーション学科で
医療事務などを勉強しています。
趣味は・・・
　友達とご飯に行ったり、映画を観に行くこと
です。
夢は・・・
　就職して、仕事を一生懸命することです。
最近、楽しいと思ったことは・・・
　授業で友達と一緒にお菓子作りをしたことで
す。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・
　夜、暗いので街灯とかあったらいいなと思い
ます。
7月号は・・・
　中学校の同級生の泉　裕一郎君です。
泉くんへメッセージを・・・
　またみんなでバレーボールをしに行こう。

　森屋　さとだ　ひびき　くん
（　里　田　　　　響　）

　　　　　　　　　　　　　　平成24年９月30日生まれ
響と共に歩む人生は、すばらしい生きがいです。
いつも無限の愛をありがとう。愛してるよ。

　父・孝一さん、母・真保さん

100歳おめでとうございます

　５月５日に100歳の誕生日を迎えられた小吹台の杉山ヲリ
ヱさんを村長が訪問し、ご長寿のお祝いを贈呈しました。
　杉山さんは、すべてご自身の歯で、食事もおいしく召し上
がっているそうです。
　穏やかな表情で、村長の訪問を喜んでおられました。

５歳の時の
クリスマス
の写真です。
（一番左が私
です）

● 高齢者訪問 ●

ソフトボール連盟審判伝達研修会
　３月31日、海洋センター
アリーナでソフトボール連
盟審判伝達研修会が18人の
参加により行われました。

わがやのホープわがやのホープわがやのホープわがやのホープ

259
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き

健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
☎
�
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

広
場
・
講
習

のびのびげんきひろば
（子育て支援センターの

出張ひろば）

６月３日・10日・
17日・24日・
７月１日㈪

午前10時
～11時30分

就学前の乳幼児と
保護者

な か よ し 広 場
（親と子の交流会）

６月19日㈬
午前10時

～11時30分

入園前の乳幼児と
保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・相談）

０～１歳頃までの乳
幼児と保護者

離 乳 食 講 習 会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時30分
～10時45分

１歳頃までの乳幼児
の家族

相
談

無 料 弁 護 士 相 談・
保健師こころの相談 ６月14日㈮

午後２時～
（要予約、1人30分程度）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問
題など法律相談を希
望する人
（同日に身体やこころ
の相談も行います）

保健師による健康相談
（電話・来庁） ６月25日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護な
ど相談を希望する人

個別健 康 栄養相談 ６月28日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活
を改善したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
☎
㉓
２
６
８
１

こ こ ろ の 健 康 相 談 ㈪～㈮ 午前９時30分
　～午後５時

電話で問い合わせくださ
い（予約制）

エ イ ズ に 関 す る
相 談 ㈪～㈮ 午前９時30分

　～午後５時 電話相談も可

血 液 検 査

［エイズ・梅毒・］クラミジア
第１・３
水曜日

午後１時30分
　～２時30分

エイズ抗体検査は無料、
そのほか手数料が必要
な場合あり

血 液 検 査
［肝炎ウイルス］ 第３水曜日 午前９時30分

　～10時30分
無料・予約制
（先着順）

• 飲 用 水・ 井 戸 水 検 査
• 腸 内 細 菌 検 査
• 寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（祝日の場合は翌日）

午前９時30分
　～11時30分 有料

★相談や検査に関するプライバシーは守ります。

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科
休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉕1122
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

村国保診療所の診療時間について

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

も え る ご み
（火・金曜日）

６月４日（火）・
７日（金）・11日（火）
14日（金）・18日（火）
21日（金）・25日（火）
28日（金）
７月２日（火）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

６月５日（水）
７月３日（水）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

６月13日（木）
　　27日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） ６月20日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） ６月26日（水）

各地区ミゼット車 ６月18日（火）予定

森屋、水分、川野辺、二河原辺
桐山、小吹、吉年 ６月27日（木）予定

千早、東阪、中津原 ６月28日（金）予定

心配ごと ６月６日（木）・20日（木）
７月４日（木）

児　　童 ６月６日（木）
７月４日（木）

行　　政 ６月20日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
役場会議室
※事前に電話で予約してください。
（太子町・河南町役場でもご相談でき
ます）

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

〈問い合わせ〉
千早赤阪村住民課・河南町生活環境課☎�2500・
太子町住民人権グループ☎�5515　

総人口　5,941人（－10）
　男　　2,821人（－６）
　女　　3,120人（－４）
世帯数　2,370戸（＋５）

４月末日現在、（�　）�は対前月比

�
発

行
／

千
早

赤
阪

村
役

場（
〒

585−
8501大

阪
府

南
河

内
郡

千
早

赤
阪

村
大

字
水

分
180番

地
） 

　
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.vill.chihayaakasaka.osaka.jp/
�

編
集

／
総

務
課

　
☎

 0721−
72−

0081　
 0721−

72−
1880 

  2013.6 N
o

.473
 

E
−

m
ail　

iken@
vill.chihayaakasaka.osaka.jp

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
地域振興課

健康診査＆相談など

休日・夜間の医療機関など


